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令和８年熊本地震
今後の気象の見通し
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• この地域では過去に、大地震発生から１週間程度の間に同程度の地
震が続発した事例があることから、揺れの強かった地域では、地震発生
から１週間程度、最大震度７程度の地震に注意してください。

• 今回の地震活動は、M7.1の地震発生の翌日以降も、7月29日、8
月1日に最大震度５弱を観測する地震が発生したほか、 2日7時まで
に最大震度４を観測する地震が7回発生するなど、依然として活発な
状況です。

• 今回の地震活動域は広範囲に広がっており、地震が発生する場所や
規模によってはM7.1の地震による揺れよりも強く揺れる場合があります。

• また、海底で規模の大きな地震が発生した場合、津波に注意する必
要があります。

令和８年熊本地震の今後の見通し



【天気の見通し】
•熊本県は、８月３日（月）にかけて、高気圧に覆われておおむね晴れの天気が続く見込み。4日から8
日は晴れる所もあるが、湿った空気の影響で雲が広がりやすく、7日から８日は一時雨の予想。

【留意事項】
•８月６日にかけて最高気温が35度以上の猛暑日となり、特に３日（月）は最高気温が40度の酷暑
日となる見込み。危険な暑さがしばらく続くため、熱中症対策などの健康管理に注意。

衛星赤外画像と地上天気図
（2日3時）
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今後の気象の見通し

3日日中の最高気温（予想） 熊本県の天気予報



台風第13号の熊本県への影響  8月2日（日） 7時30分 気象庁・福岡管区気象台・熊本地方気象台

【台風第13号の予報及びその後の見込み】
➢ 8月4日（火）頃に非常に強い勢力で小笠原近海を進み、7日（金）にかけて強い勢力で南西諸島に接近する
可能性がある。

➢ その後、台風は強い勢力で沖縄・奄美を進み、8日（土）にかけて九州から離れて東シナ海を進む可能性が高く、
この場合には熊本県は台風の暴風域に入る可能性は低い。

【熊本県への影響】
台風が勢力を維持して九州から離れて東シナ海を進んだ場合、熊本県では6日以降、
① 湿った南東～東風により、雨雲が太平洋側から九州山地を越えて流れ込んで雨が降ることにより、地震で地

盤が緩んでいる地域での土砂災害
② 南東～東風による九州山地風下のフェーン現象による顕著な高温
③ 台風の影響による強風や高波

といった顕著な現象や災害の発生が考えられる。最新の防災気象情報にご留意ください。

フェーン現象によ
る九州山地風下
の顕著な高温

湿った空気

雨雲が一部九
州山地を越え
て流れ込む

地震で地盤の緩んでいる
地域での土砂災害

山越の空気

湿った南東～東
風による雨雲

強風や高波

①

②

③
標高は1㎞メッシュの日本標高データ（国土地理院）より作成

■台風情報（台風第13号）[8月2日06時] ■海面水温[7月31日] ■台風が沖縄・奄美に進んだ場合の起こりうる現象のイメージ

台風は、海面水温の高い領域
を通るため、勢力を維持

8月4日03時(予想)
非常に強い
中心気圧：945hPa
最大風速：45m/s
最大瞬間風速：60m/s

8月5日03時(予想)
非常に強い
中心気圧：945hPa
最大風速：45m/s
最大瞬間風速：60m/s

8月6日03時(予想)
強い
中心気圧：950hPa
最大風速：40m/s
最大瞬間風速：60m/s

8月7日03時(予想)
強い
中心気圧：950hPa
最大風速：40m/s
最大瞬間風速：55m/s

8月2日06時(実況)
非常に強い
中心気圧：940hPa
最大風速：45m/s
最大瞬間風速：65m/s
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気象庁ＨＰ上に令和８年７月２８日に発生した「令和８年熊本地震」に関連して、各地
の震度に関する情報や被災者・復旧担当者向け気象支援資料等を掲載したポータルサイト
を開設しております。

〇令和8年熊本地震 〇気象支援資料

令和8年熊本地震の
地震活動の関連情報

各市町村の
気象支援資料
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令和８年熊本地震ポータルサイト
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